平成二十七年度 修士論文・卒業研究題目一覧 by unknown
平
成
二
十
七
年
度
修
士
論
文
・
卒
業
研
究
題
目
一
覧
修
士
論
文
『
源
氏
物
語』
紫
上
の
人
物
形
象
法
植
物
と
形
容
語
か
ら
安
藤
美
怜
万
葉
和
歌
に
お
け
る
古
歌
の
諸
相
｢
誦
詠｣
と
｢
伝
誦｣
を
中
心
に
舟
崎
哲
夫
『
万
葉
集』
に
お
け
る
真
珠
歌
の
変
遷
人
麻
呂
・
家
持
・
坂
上
郎
女
の
歌
を
中
心
に
山
田
琴
未
卒
業
研
究
浅
岡
邦
雄
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ボ
ー
イ
ズ
ラ
ブ
マ
ン
ガ
の
繁
栄
石
原
寧
々
『
花
物
語』
単
行
本
の
変
遷
山
口
杏
菜
『
サ
ザ
エ
さ
ん』
の

ベ
ス
ト
版

が
で
き
る
ま
で石
井
香
子
現
在
の
装
丁
を
取
り
巻
く
環
境
と
二
人
の
装
丁
家
に
つ
い
て
田
村
義
也
と
鈴
木
成
一
の
比
較
加
藤
千
尋
自
由
を
守
る
図
書
館
｢
図
書
館
の
自
由
に
関
す
る
宣
言｣
を
も
と
に
唐
沢
理
紗
戦
後
の
同
人
雑
誌
小
谷
剛
『
作
家』
を
中
心
に
川
島
愛
理
電
子
書
籍
の
昔
・
今
・
こ
れ
か
ら
出
版
不
況
の
現
代
に
向
け
て
酒
井
三
緒
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク』
の
障
害
者
を
｢
描
く｣
と
い
う
こ
と
差
別
表
現
か
ら
の
考
察
佐
久
間
康
介
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朝
日
新
聞
か
ら
見
る
婦
人
雑
誌
の
出
版
広
告
『
主
婦
之
友』
と
『
婦
人
倶
楽
部』
鈴
木
琴
宮
武
外
骨
と
黒
岩
涙
香
対
立
し
た
二
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
中
澤
翔
希
童
話
『
赤
ず
き
ん』
の
多
様
性
中
根
千
里
日
韓
に
お
け
る
文
学
の
流
通
と
交
流
韓
国
で
の
日
本
文
学
翻
訳
歴
史
を
中
心
に永
浦
衣
利
子
ネ
オ
書
房
の
軌
跡
創
業
か
ら
宮
本
家
撤
退
ま
で
春
田
真
希
戦
後
の
少
女
雑
誌
『
ひ
ま
わ
り』
と
中
原
淳
一
松
井
七
瀬
明
治
期
の
活
版
印
刷
に
お
け
る
明
朝
体
活
字
の
諸
相松
葉
瑞
穂
雑
誌
『
キ
ン
グ』
に
お
け
る
小
説
受
容
の
変
化
松
原
和
希
出
版
業
界
に
お
け
る
新
古
書
店
の
影
響
松
村
拓
実
商
品
と
し
て
の
浮
世
絵
美
人
画
を
中
心
に
森
あ
す
伽
合
巻
の
造
本
美
術
摺
付
表
紙
を
中
心
に
森
田
満
帆
明
治
期
に
お
け
る
翻
訳
空
想
科
学
小
説
『
八
十
日
間
世
界
一
周』
山
田
美
穂
大
池
茂
樹
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
書
教
育
の
過
去
と
現
在
荒
木
円
香
藤
原
佐
理
の
研
究
そ
の
評
価
に
つ
い
て
金
村
彩
加
翠
軒
流
の
本
質
そ
の
真
価
は
淡
墨
に
非
ず
八
木
香
澄
藤
原
行
成
能
書
家
の
人
間
像
と
交
流
米
田
耕
平
岡
田
美
穂
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
｢
三
種
の
神
器｣
が
も
つ
力
壇
ノ
浦
か
ら
は
じ
ま
る
｢
異
例｣
尾
身
祥
太
『
源
平
盛
衰
記』
壇
ノ
浦
の
戦
い
に
お
け
る
平
知
盛
に
つ
い
て
恩
田
萌
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『
愚
管
抄』
に
お
け
る
｢
不
思
議｣
と
｢
道
理｣
の
関
係
か
ら
見
る
歴
史
書
と
し
て
の
性
格
貝
谷
雅
『
小
倉
百
人
一
首』
の
カ
ル
タ
絵
に
つ
い
て
川
村
知
世
『
鼠
草
子』
で
知
る
中
世
の
礼
法
櫻
井
こ
な
み
小
説
『
水
の
鏡
、
ま
ほ
ろ
ば
に』
企
画
書
杉
浦
和
香
一
の
谷
合
戦
に
お
け
る
首
渡
し
考
延
慶
本
『
平
家
物
語』
を
中
心
に
前
田
あ
や
め
教
材
と
し
て
の
浦
島
太
郎
山
川
る
い
二
つ
の
大
江
山
考
酒
呑
童
子
説
話
を
め
ぐ
っ
て
山
崎
有
香
『
平
家
物
語』
に
お
け
る
源
氏
と
弓
の
関
係
性
山
本
琴
梨
ク
ト
ゥ
ル
フ
神
話
Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
シ
ナ
リ
オ
『
悠
久
か
ら
の
物
体
Ｘ』
横
地
悠
『
朱
炎
の
追
憶』
企
画
書
犬
飼
真
夕
甘
露
純
規
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
｢
綾
の
鼓｣
解
釈
・
リ
メ
イ
ク
案
緒
方
大
樹
三
島
由
紀
夫
｢
卒
塔
婆
小
町｣
の
解
釈
に
よ
る
小
説
制
作
の
企
画
書
田
口
綾
脇
役
で
斬
る
｢
卒
塔
婆
小
町｣
三
島
由
紀
夫
｢
卒
塔
婆
小
町｣
の
作
品
分
析
武
田
恒
之
三
島
由
紀
夫
｢
班
女｣
に
よ
る
映
画
制
作
の
企
画
案田
中
千
裕
三
島
由
紀
夫
『
近
代
能
楽
集』
よ
り
｢
道
成
寺｣
の
考
察
新
納
彩
ミ
ラ
ー
レ
ス
一
眼
｢E
O
S
M
3｣
販
売
促
進
の
た
め
の
広
告
案
松
田
和
真
｢
チ
ラ
シ
ア
プ
リS
h
oh
oo!｣
の
広
告
戦
略
に
つ
い
て
谷
高
梨
奈
｢
セ
メ
ダ
イ
ン
ス
ー
パ
ー
Ｘ｣
の
広
告
戦
略
小
倉
大
夢
三
島
由
紀
夫
『
近
代
能
楽
集』
｢
葵
上｣
の
解
釈
に
よ
る
映
画
製
作
の
企
画
案
折
戸
万
祐
美
三
島
由
紀
夫
｢
班
女｣
の
解
釈
に
よ
る
映
画
制
作
の
企
画
案
加
藤
梓
明
治
｢
即
攻
元
気｣
の
Ｃ
Ｍ
企
画
書
北
山
智
也
三
島
由
紀
夫
『
近
代
能
楽
集』
｢
卒
塔
婆
小
町｣
の
解
釈
と
小
説
の
企
画
書
白
石
健
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三
島
由
紀
夫
｢
邯
鄲｣
の
解
釈
に
よ
る
映
画
制
作
の
企
画
書
田
中
優
衣
｢T
oss
S
ala｣
と
｢C
H
iA
｣
の
Ｃ
Ｍ
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
企
画
案
長
谷
川
真
以
三
島
由
紀
夫
｢
綾
の
鼓｣
の
解
釈
と
映
画
制
作
の
企
画
案
広
江
ノ
エ
ル
三
島
由
紀
夫
｢
熊
野｣
の
解
釈
と
解
釈
に
基
づ
く
小
説
制
作
の
た
め
の
企
画
書
藤
井
美
咲
三
島
由
紀
夫
｢
卒
塔
婆
小
町｣
の
解
釈
に
よ
る
映
画
制
作
の
企
画
書
柵
木
智
哉
『
近
代
能
楽
集』
｢
道
成
寺｣
の
解
釈
お
よ
び
映
像
リ
メ
イ
ク
案
松
本
雅
人
｢A
G
+
｣
と
｢
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ニ
ア｣
の
Ｃ
Ｍ
企
画
案
三
井
遥
三
島
由
紀
夫
｢
班
女｣
の
解
釈
と
リ
メ
イ
ク
案
に
つ
い
て
吉
川
純
平
後
藤
英
次
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
書
簡
体
小
説
と
日
記
体
小
説
に
つ
い
て
小
説
の
手
法
と
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
安
藤
航
平
菓
子
類
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
お
け
る
音
象
徴
に
つ
い
て安
藤
彰
剛
愛
知
県
三
河
地
方
の
方
言
に
お
け
る
｢
〜
ジ
ャ
ン
ネ｣
の
用
法
大
森
梨
紗
子
外
国
映
画
の
邦
題
の
変
化
か
ら
み
る
外
国
語
の
受
容
態
度
の
変
化
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
と
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
を
例
に
し
て
河
合
美
佳
日
本
語
の
語
呂
合
わ
せ
に
つ
い
て
そ
の
法
則
性
を
探
る
柴
田
舞
人
類
義
語
の
意
味
分
析
｢
不
思
議｣
と
｢
謎｣
津
田
匠
上
橋
菜
穂
子
｢
守
り
人｣
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
登
場
人
物
名
の
音
象
徴
中
村
桃
子
映
画
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
こ
と
ば
の
特
徴
に
関
す
る
考
察
中
山
瑞
希
144
プ
ロ
野
球
の
応
援
歌
に
つ
い
て
語
彙
と
表
現
藤
森
和
香
奈
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
特
徴
そ
の
輪
郭
と
境
界
牧
野
圭
悟
喜
び
を
表
す
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
一
考
察
｢
に
こ
に
こ｣
｢
に
や
に
や｣
の
違
い
に
つ
い
て
増
山
恵
一
漫
画
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
表
現
に
関
す
る
考
察
｢
音
喩｣
と
文
字
の
描
き
方
を
中
心
に
望
月
建
弥
企
業
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
語
彙
表
現
山
岡
愛
奈
省
略
語
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
渡
邉
怜
大
三
重
県
下
の
高
等
学
校
校
歌
の
調
査
研
究
語
彙
と
表
現
南
眞
穂
児
童
文
学
作
品
に
お
け
る
形
容
詞
の
語
彙
調
査
主
観
性
と
客
観
性
寺
澤
沙
羅
異
な
る
言
語
圏
に
お
け
る
｢
日
本
文
化｣
の
表
現
村
上
春
樹
作
品
の
英
訳
を
め
ぐ
っ
て
北
原
礼
子
雑
誌
『
月
映』
に
み
る
作
品
と
タ
イ
ト
ル
と
の
関
係松
田
栞
酒
井
敏
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
『
ミ
ミ
ズ
ク
と
夜
の
王』
に
つ
い
て
福
村
静
穂
村
上
春
樹
『
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス』
論
｢
僕｣
が
獲
得
し
た
も
の
青
山
七
海
児
童
文
学
に
お
け
る
家
族
の
描
か
れ
方
子
ど
も
た
ち
が
刷
り
込
ま
れ
た
家
族
意
識
を
探
る
大
河
内
志
帆
よ
し
も
と
ば
な
な
の
描
く
家
族
『
キ
ッ
チ
ン』
を
中
心
に
日
下
部
久
美
子
梶
井
基
次
郎
と
肺
結
核
夕
方
か
ら
闇
へ
小
林
菜
々
子
江
戸
川
乱
歩
論
『
二
銭
銅
貨』
を
中
心
に
乱
歩
作
品
の
深
層
に
迫
る
佐
竹
あ
ゆ
美
『
高
野
聖』
語
り
の
場
と
登
場
人
物
の
役
割
土
屋
大
樹
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モ
デ
ル
小
説
『
不
如
帰』
大
山
捨
松
は
何
故
非
難
を
浴
び
た
か
中
村
静
紅
文
学
は
時
代
を
超
え
て
、
我
々
に
語
り
か
け
る
『
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
・
ベ
イ
ビ
ー
ズ』
論
錦
織
和
人
『
文
学
少
女』
シ
リ
ー
ズ
作
者
と
読
者
の
ソ
ウ
ゾ
ウ
松
原
礼
奈
市
川
拓
司
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
鈴
木
萌
子
安
部
公
房
に
お
け
る
都
市
『
他
人
の
顔』
A
B
E
・C
O
D
E
解
読
池
田
綾
里
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
成
長
と
停
滞
太
田
翔
吾
江
國
香
織
『
き
ら
き
ら
ひ
か
る』
論
三
人
の
｢
共
同
体｣
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
小
瀬
木
育
子
灰
谷
健
次
郎
の
描
く
教
師
像
『
兎
の
眼』
を
中
心
に
勝
又
千
佳
『
砂
糖
菓
子
の
弾
丸
は
撃
ち
ぬ
け
な
い』
大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
加
藤
雅
子
ビ
ジ
ュ
ア
ル
か
ら
読
み
解
く
ト
ー
ル
キ
ン
の
世
界
久
原
功
太
郎
『
０
能
者
ミ
ナ
ト』
に
お
け
る
｢
怪
異｣
に
つ
い
て堺
春
花
梶
井
基
次
郎
を
取
り
巻
い
て
い
た
環
境
『
檸
檬』
を
中
心
に
柴
原
竜
星
現
代
に
読
む
寺
山
修
司
『
あ
ゝ
、
荒
野』
論
山
崎
陽
平
佐
藤
隆
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
万
葉
集
歌
人
紀

の
交
友
歌
巻
四
・
七
八
二
番
歌
を
め
ぐ
っ
て
石
井
麻
未
『
萬
葉
集』
巻
十
五
と
｢
雲
居｣
遣
新
羅
使
人
の
歌
を
中
心
に
市
谷
早
紀
万
葉
集
巻
二
に
お
け
る
久
米
禅
師
と
石
川
女
郎
の
贈
答
歌
伊
藤
千
紘
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万
葉
集
中
に
お
け
る
桜
歌
巻
８
1458
・1459
番
歌
を
中
心
に
井
上
真
朱
沙
萬
葉
集
巻
十
の
鳥
歌
鳴
か
な
い
鳥
小
川
萌
『
万
葉
集』
巻
七
近
江
の
歌
｢
か
し
こ
し｣
を
中
心
に
桝
田
春
菜
福
井
佳
夫
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
中
国
の
亀
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
六
朝
志
怪
を
中
心
に
杉
浦
由
唯
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
考
古
事
記
を
中
心
に
森
岡
愛
利
沙
光
源
氏
の
愛
し
た
女
性
た
ち
美
し
さ
の
特
徴
小
倉
唯
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
犬
イ
メ
ー
ジ
犬
の
存
在
北
本
美
鈴
三
大
和
歌
集
に
お
け
る
雨
に
つ
い
て
栗
山
伶
美
源
氏
物
語
に
お
け
る
源
氏
の
教
育
の
意
義
に
つ
い
て坂
井
達
郎
異
類
婚
姻
譚唐
代
伝
奇
｢
任
氏
伝｣
を
中
心
に
田
中
志
歩
志
怪
小
説
に
お
け
る
夢
夢
で
会
う
人
か
ら
見
る
夢
の
役
割
田
中
悠
史
文
学
に
お
け
る
妻
イ
メ
ー
ジ
列
女
伝
と
唐
代
伝
奇
を
中
心
に
寺
尾
陸
源
氏
物
語
に
お
け
る
美
人
幸
福
と
の
関
係
中
野
愛
理
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
｢
罪｣
と
｢
罰｣
宮
北
真
吾
宮
内
佐
夜
香
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
気
づ
か
な
い
新
語
の
発
生
と
定
着
｢
究
極｣
｢
美
白｣
を
例
に
杉
本
慎
次
化
粧
品
広
告
の
言
語
表
現
井
上
隆
司
漫
才
の
談
話
分
析
岡
田
由
里
絵
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劇
中
歌
の
歌
詞
分
析
デ
ィ
ズ
ニ
ー
作
品
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
比
較
し
て
河
合
美
月
漫
画
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
ジ
ャ
ン
ル
別
分
析
河
西
美
佳
絵
本
に
登
場
す
る
動
物
の
こ
と
ば
に
つ
い
て
木
村
優
希
植
物
を
用
い
た
こ
と
わ
ざ
の
表
現
小
松
紗
織
日
本
語
の
味
覚
表
現
に
つ
い
て
榊
原
幸
奈
名
詞
｢
根
性｣
の
意
味
に
つ
い
て
佐
藤
美
久
演
劇
に
お
け
る
表
現
の
技
法
の
研
究
一
人
多
役
の
演
出
を
中
心
に
嶋
口
晃
太
朗
消
費
者
に
｢
選
ば
せ
る｣
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
飲
料
品
を
中
心
に
杉
野
晃
成
創
作
に
お
け
る
方
言
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
鈴
木
英
理
奈
嵐
の
歌
詞
分
析
鷲
見
真
里
新
聞
の
旅
行
広
告
に
お
け
る
表
現
コ
ピ
ー
と
書
体
か
ら
探
る

藤
咲
希
外
国
語
映
画
に
お
け
る
役
割
語
吹
き
替
え
と
字
幕
の
比
較
を
通
し
て
高
山
翔
太
香
り
を
表
現
す
る
言
葉
に
つ
い
て
香
水
のP
R
文
を
例
に
二
村
彩
香
萩
尾
望
都
作
品
に
お
け
る
少
年
こ
と
ば
の
特
徴
に
つ
い
て
平
田
静
香
漫
画
の
〈
ヒ
ー
ロ
ー
〉〈
悪
役
〉
の
言
語
学
『
ジ
ョ
ジ
ョ
の
奇
妙
な
冒
険』
か
ら
見
る
役
割
語
深
見
恵
理
子
女
学
生
の
話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
エ
ス
の
関
係
を
例
に
藤
井
優
太
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
関
西
弁
坂
野
聖
花
森
下
純
昭
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
『
星
の
王
子
さ
ま』
目
に
見
え
な
い
大
切
な
も
の
と
は
安
藤
象
希
『
古
今
和
歌
集』
論
桜
の
歌
群
に
見
る
表
現
法
岩
澤
弥
生
『
源
氏
物
語』
朱
雀
帝
論
女
性
の
視
点
か
ら
大
矢
瑛
美
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『
源
氏
物
語』紫
式
部
の
理
想
の
女
性
の
あ
り
方
榊
原
広
名
男
『
源
氏
物
語』
｢
女
楽｣
の
果
た
す
役
割
下
村
友
希
幽
玄
論
和
歌
に
お
け
る
｢
幽
玄｣
の
位
置
づ
け
高
橋
智
子
『
源
氏
物
語』
夕
顔
論
夕
顔
の
女
君
の
魅
力
武
内
雅
子
『
源
氏
物
語』
と
｢
物
の
怪｣
谷
口
美
桜
『
源
氏
物
語』
論
柏
木
の
罪
と
人
物
考
察
永
田
美
佳
『
落
窪
物
語』
｢
あ
こ
き｣
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
西
村
安
美
香
『
源
氏
物
語』
現
代
語
訳
論
桐
壺
巻
を
中
心
に
橋
詰
沙
耶
『
枕
草
子』
作
者
と
中
宮
定
子
清
少
納
言
と
中
宮
定
子
の
関
係
性
濱
村
彩
香
『
源
氏
物
語』
論
不
遇
の
女
性
、
紫
の
上
林
豊
久
『
源
氏
物
語』
論
繰
り
返
さ
れ
る
略
奪
愛
平
塚
景
将
『
源
氏
物
語』
に
お
け
る
女
性
観
宮
本
将
成
『
竹
取
物
語』
論
物
語
を
照
ら
す
｢
光｣
と
は
村
瀬
弘
憲
藤
原
氏
全
盛
時
代
の
恋
愛
論
当
子
内
親
王
と
荒
三
位
・
道
雅
の
恋
山
口
永
都
美
『
枕
草
子』
『
源
氏
物
語』
に
お
け
る
動
物
観
平
安
貴
族
と
猫
と
の
関
係
性
保
坂
萌
柳
沢
昌
紀
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
『
蘆
屋
道
満
大
内
鑑』
と
先
行
作
品
と
の
比
較
考
察奥
山
大
輔
『
海
辺
の
カ
フ
カ』
に
お
け
る
生
と
死
の
世
界
横
井
千
帆
香
『
醒
睡
笑』
を
源
と
す
る
落
語
に
つ
い
て
藤
原
宗
一
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身
分
と
し
て
の
遊
女
『
難
波
鉦』
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
粟
津
万
智
『
遠
野
物
語』
と
『
遠
野
奇
談』
の
類
話
比
較
牛
田
大
介
八
代
目
桂
文
楽
を
基
準
と
し
た
『
厩
火
事』
比
較
論川
森
紗
希
『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫』
に
お
け
る
別
当
の
存
在
意
義酒
井
紫
葵
長
唄
『
七
福
神』
と
脇
狂
言
『
七
福
神』
に
つ
い
て高
木
秋
帆
江
戸
末
期
の
食
文
化
に
つ
い
て
『
伊
庭
八
郎
征
西
日
記』
を
中
心
に
徳
枡
彩
実
円
朝
怪
談
噺
の
幽
霊
『
鏡
ヶ
池
操
松
影』
と
『
怪
談
乳
房
榎』
を
比
較
し
て
中
村
悠
子
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵
絵
本
『
義
経
地
獄
破
り』
に
お
け
る
本
文
と
絵
の
相
違
に
つ
い
て
長
谷
部
裕
希
平
仮
名
本
『
因
果
物
語』
に
つ
い
て
編
集
方
針
と
登
場
人
物
安
藤
悠
香
『
義
経
千
本
桜』
の
静
御
前
登
場
場
面
と
史
実
の
比
較金
原
理
紗
『
好
色
一
代
女』
巻
一
の
一
の
｢
美
女
は
命
を
断
斧｣
の
意
味
に
つ
い
て
舘
円
樺
落
語
｢
猫
怪
談｣
と
｢
不
忍
の
早
桶｣
と
の
比
較
考
察
田
中
七
海
髪
型
と
化
粧
に
見
る
江
戸
時
代
の
美
意
識
に
つ
い
て
江
戸
後
期
の
三
都
を
中
心
に
福
安
朋
奈
岡
村
柿
紅
が
六
代
目
尾
上
菊
五
郎
に
書
き
与
え
た
松
羽
目
物
の
傾
向
前
田
は
る
菜
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